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はじめに
昨年の初春，インターネットで目を通してい
る『朝鮮日報』に，韓国の高３男子の平均身長
の伸びが，２００５年頃から停止し，最近年ではや
や低下しているようだとの短い記事があった
（『朝鮮日報』２０１６年２月２５日）。退職後も日常
的に接している専修大学の学生を観察している
と，日本では身長の伸び止まりは１９９０年代半ば
ころに生じていたようで，韓国は経済成長の関
係で我が国に比べ１０年程度遅れているのかくら
いに受け止めていた。
念のためインターネットで日本の高校生の平
均身長の推移を調べて，意外だった。高３男子
の平均身長は確かに１９９５年前後から伸びなく
なっていたが，韓国に比べ３センチ前後低いの
である。女子についても我が国の方が３センチ
前後低い。朝鮮日報の東京支局に連絡し，もう
少し詳しいデータの提供をお願いした。調査を
監督・指導された Park Soon-Woo教授（カソ
リック大学医学部）のご厚意で，１９６５年にさか
のぼって韓国の子供たちの年齢別平均身長の推
移が提供された。教授から紹介されたMoon
Jin-Soo教授（ソウル国立大学医学部）は，韓
国だけでなく欧州諸国における身長の長期的推
移を論じた幾点かの文献を送ってくださった。
なかでも，Steckel, R.H., “Stature and the Stan-
dard of Living,”１９９５は，その後の筆者のバイ
ブルになった。「身長は健康に対する投入の供
給のみならず，それらの投入に対する需要を把
握する正味の尺度である」（Steckel, p．１９０３）
は，食料経済学を専攻する筆者が漠然と感じな
がらも，定量化を怠ってきた視点であった。
初めての分野であるだけに，知りえた事実を
続けて幾本かノートで発表した。専修大学社会
科学研究所は，『社研月報』に２度にわたって
英文ノートを掲載してくださった（２０１６年６
月；２０１７年２月）。それらがきっかけで，子供
の身長発達に関する斯界の権威，Tim Cole教
授，UCL，UKとの共同論文にまで発展した
（Cole and Mori, ”fifty years of child height in
Japan and S. Korea”, Am. J. Human Biology,
２０１７）。ロンドンに在住する長男の家族を訪問
するため９月下旬に渡英した際，ケンブリッジ
市に住んでおられる Cole氏のご自宅に家族一
同招待され，キングス・クロス駅からケンブ
リッジに向かう車中のことである。左前の席に
座っていた若い女性が，バッグからプラスチッ
ク容器に入った緑のブドウを取り出し，食べ始＊ 専修大学名誉教授
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めた。１２時少し前だったから，朝食後のデザー
トというわけではない。中粒のブドウを皮ごと
１個ずつ丁寧に食べ，ケンブリッジ駅に着く１０
分前頃までに，すっかり空にした。帰国後スー
パーで同程度の容器のブドウを購入し，自宅で
重さを測ったら５９０グラムあった。彼女の容器
は，それより少し大きめだったから，中身は６００
グラム前後あっただろう。わが国の『家計調査』
によると，２人以上世帯のブドウ購入（＝消費）
量は，２０１０年から２０１６年にかけて，１世帯当た
り（平均世帯人員は３．０人）年間２，５００グラム前
後である。２０１６年における世帯主が３０歳未満の
世帯のそれは７５５グラム，３０歳代のそれは１，２８９
グラムにすぎない。わが国の平均，年間１人当
たり７―８００グラムを，揺れる列車の中で平らげ，
周りも別に奇異の感じを抱かない。ちなみに彼
女自身は普通の白人女性で，中肉中背である。
わが国では，近年若い世代の果物消費が激減
している（本稿のテーマ）。世帯主が２０歳―３０歳
代の世帯の生鮮果物の１人当たり購入量は，
２０１５―１６年の平均で，年間１５，０００グラムに満た
ない（『家計調査年報』）。時折スーパーの買い
物を手伝うが，若い客は青果売り場には寄りつ
かない。今回久しぶりにロンドンを訪れ，地下
鉄駅の周辺に街路上の店先にいろいろな果物を
並べた食料品店が残っているが珍しかった。そ
う言えば，ロンドンの主要な列車発着駅，キン
グス・クロス駅だけでなく，ケンブリッジ駅の
売店にも，サンドイッチに加えて，最近では各
種海苔巻弁当を見かけるが，ブドウだけでなく
季節の果物が同じ程度の値段１）で並べられてい
た。それだけポピュラーな人気があるのであろ
う。後で詳述するが，２０１０年時点でワインを除
くブドウの１人当たり年間供給量は，オランダ
が１４．４kg，英国が１１．５kgに対し，日本は２．０kg
にすぎず，同年における韓国の７．１kgよりかな
り低い（表１）。わが国の伝統的主要な果物，
ミカン（オレンジを含む）の１人当たり年間供
給量は１９８０年には２４．６で，オランダや英国と
肩を並べていたが，２０１０年には９．２に激減し，
オランダや英国の３分の１以下の水準に落ちた。
他方１９８０年には１人当たり４．４にすぎなかっ
た韓国のミカン供給量は，２０１０年には１９．４に
着実に増大している。後で詳しく見るが，わが
国におけるこうした果物消費の減少は，主とし
て「若者の果物離れ」によってもたらされたも
のである。身長に影響する成長期における「健
康への投入」（Steckel, op. cit．）は，国際比較
において明らかに劣化しているように思われる。
表１ オレンジ類とブドウの１人当たり供給変化，１９８０―２０１０年
国際比較
（kg／１人）
品目 年 日本 オランダ 英国 韓国
オレンジ類 １９８０ ２４．６１ ３４．７７ １３．４５ ４．４０
１９９０ １４．９２ ５４．７０ １９．０８ １５．９１
２０００ １２．４４ ３６．９１ ２３．３７ ２２．１６
２０１０ ９．１７ ２７．０３ ３７．５４ １９．３９
ブドウ １９８０ ２．５５ ８．６６ ７．７８ １．４３
１９９０ ２．３０ １２．２６ １０．３３ ３．３３
２０００ １．８３ １１．０１ ９．５２ １０．０５
２０１０ １．９７ １４．４１ １１．４６ ７．１４
注：オレンジ類はオレンジやミカンを含む；ブドウはワインを除く。
出所：FAOSTAT。
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１） ３―４英ポンド，日本円で５００円前後。物価は結構
高い。スーパーではもう少し安いが，めっぽう安い
わけではない。
日本と韓国における子供の
平均身長の推移
戦後日本の若者の平均身長（以後「平均」は
除くことが多い）は，大幅に伸びた。本稿で依
拠する厚生省『国民栄養調査』によると，戦後
間もない１９５０年時点で，２０歳代の平均身長は，
男子が１６１．６センチ，女子が１５０．２センチだった
が，２０００年にはそれぞれ１７１．１センチと１５７．８セ
ンチで，男子は１０センチ，女子は８センチ近く
高くなっている。後の議論に多少関わるので筆
者自身のことに触れると，筆者は１９５０年代初め
に大学生のころ，５尺５寸（＝１６６センチ）で，
クラスでは高いほうでも低いほうでもなく，中
位であった。高校生のころもそう思っていた。
ただし当時の大学生は，社会経済的に恵まれた
ほうだったから，高校にも進学せず中卒で就職
していた多くの若い人達に比べ，多少，２―３
センチ程度，背が高かったのかもしれない。理
由は分からないが，厚生省『国民栄養調査』の
年齢階級別身長と，文部省『学校保健統計調査』
のそれを比べると，年次が古いほど，前者の方
が２―３センチ低い傾向が見られる。たとえ
ば，１９５５年について，１６歳と１７歳の男子の平均
身長は１５９．５センチと１６０．５センチ，後者は１６１．６
センチと１６３．４；同年齢の女子は，前者はそれ
ぞれ１５１．２センチと１５１．４センチに対し，後者は
それぞれ１５２．６センチと１５３．２センチと記録され
ている。ただし『学校調査』は５歳から１７歳ま
でで，１―４歳と１８歳以上の階層が得られない。
またデータの一貫性から，本稿では前者，『栄
養調査』のデータに依拠するが，同年時点にお
ける日本と韓国の２―３センチの身長差を問題
にする場合，データの出所によって導かれる結
論にある程度の留保が必要かもしれない。
表２と表３は，１９６５年から２００５年まで，おお
むね１０年間隔で，日本と韓国の男児と女児別
に，１歳から２０歳まで１歳刻みの年齢区分で，
長期間の平均身長の推移を眺めたものである。
日本の『栄養調査』には，１９７４年を除いて１９４８
年から毎年のデータが得られるが，韓国につい
ては，１９６０年代は１９６５年，１９７０年代は１９７５
年，１９８０年代は１９８４年，１９９０年代は１９９７年，２０００
年代は２００５年に限定される。その代わり，各年
の調査サンプルが大きいので，データのバラツ
キは小さい。日本のデータは年により，年齢階
層によってバラツキがかなり大きいので，表に
記載されている値は，前後３カ年の単純平均，
たとえば１９８４年は１９８３―１９８５年の平均値である。
表２と表３を概観すると，男児も女児も成熟
期，それぞれ１９―２０歳と１８―１９歳段階で，１９８０年
代半ばまでは日本と韓国に間に歴然たる身長差
は見られないが，以降日本の子供は成長が鈍化
するなかで韓国の子供は成長を続け，１９９０年代
後半に至って，男女とも韓国のほうが２センチ
前後高くなり，さらに２０００年代半ばには，日本
よりそれぞれ３センチ前後高くなっているのが
分かる。念のため，対比する韓国側のデータは
無いが，１９９０年における日本のデータを見てみ
よう（表２―３右端の参考欄）。１９８０年代半ばか
ら，１９９０年代初期にかけて，男女とも，日本の
子供たちの身長が，統計誤差の範囲を超えては
増進していないらしいことが分かる。戦後にお
ける子供たちの身長増進は，日本の場合１９８０年
半ばで止まり，韓国では２０００年代半ばまで継続
し，結果的に日本の若者より男女とも，それぞ
れ３センチ程度高くなったのである。それらの
差は，どこから生じているのであろうか。差し
当たり，民族差はもっとも安易な回答だが，筆
者は心情的に与したくない。
人類生物学（human biology）の世界では，
人の身長は人生の初期段階，prenatal period
（０．７から１．５歳ないし２．０歳）で決定されると
の信仰が強い（Cole,２００３; Deaton,２００７；など）。
表２（男児）と表３（女児）を細かく見ていこ
う。たとえば，１９８４年の欄を縦に読んで，日本
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の男児は１歳から２０歳まで８０．５センチから
１７０．４センチに，８９．９センチ成長したと見るの
は現実的でない。１９６０年半ばの１歳児が，１９７０
年代半ばに１０歳，さらに１９８０年代半ばに２０歳に
加齢したのである。１９６０年代半ばにおいて，１
歳児は日本が７９．５センチ，韓国が７４．８センチで，
前者が４．７センチ高い。１９７０年代半ばに１０歳に
加齢したが，日本は１３６．５センチ，韓国は１３１．９
センチで，前者が４．５センチ高い。ところがさ
らに１０年経って１９８０年代半ばに２０歳に加齢した
段階で，日本は１７０．４センチ，韓国は１７０．２セン
チで，両者は同じ水準になっている。１９７０年代
半ばの１歳児は，１９８０年代半ばに１０歳，さらに
１９９０年代半ばに２０歳に加齢しているが，１歳の
時点で日本の男児は韓国より４．５センチ，１０歳
段階でも１．７センチ高かったが，２０歳段階では
前者は１７０．９センチ，後者は１７３．４センチで，後
者の方が２．５センチ高くなっている。同様の比
較を，２歳児，１１歳児，２０歳児について試みて
も，結果は変わらない。女児についても，１９６０
年代半ばの１歳児は日本の方が５．６センチ高い
が，１９８０年代半ばの２０歳段階では，韓国の方が
０．４センチ高くなっている。１９７０年代半ばにお
いても，１―２歳児は日本の方が４センチ程度
高く，１９８０年代半ばにおいても１０―１１歳児は日
本の方が３センチ前後高いが，１９９０年半ばに２０
表２ 男児の年齢別平均身長の比較，日本と韓国，１９６５年から２００５年
（cm）＜参考＞
jp kr jp kr jp kr jp kr jp kr jp
年齢（歳）１９６４―６６ １９６５ １９７５―７６ １９７５ １９８３―８５ １９８４ １９９６―９８ １９９７ ２００４―０６ ２００５ １９８９―９１
１ ７９．５ ７４．８ ８０．３ ７５．８ ８０．５ ７７．８ ８０．４ ７７．８ ８０．０ ７８．９ ８０．１
２ ８８．３ ８２．７ ８９．１ ８５．５ ８９．２ ８７．９ ８８．５ ８７．７ ８９．９ ９０．４ ８９．５
３ ９５．３ ８９．０ ９５．７ ９１．９ ９６．５ ９４．６ ９６．０ ９５．７ ９６．８ ９８．２ ９６．８
４ １０１．６ ９５．５ １０２．５ ９７．９ １０３．２ １０１．８ １０３．３ １０３．５ １０４．３ １０４．７ １０４．０
５ １０７．５ １００．６ １０８．５ １０５．０ １０９．４ １０８．４ １０８．９ １０９．６ １０９．７ １１１．０ １１０．２
６ １１３．２ １０６．７ １１４．５ １１０．６ １１５．５ １１３．９ １１５．６ １１５．８ １１６．２ １１７．０ １１６．４
７ １１８．５ １１２．５ １２０．８ １１７．７ １２０．８ １２０．４ １２２．２ １２２．４ １２１．６ １２４．９ １２２．１
８ １２３．８ １１８．１ １２６．１ １２２．６ １２６．６ １２５．６ １２７．６ １２７．５ １２７．９ １３０．６ １２７．９
９ １２８．５ １２３．７ １３１．３ １２７．３ １３１．８ １３０．５ １３３．０ １３２．９ １３３．２ １３６．１ １３２．２
１０ １３３．２ １２８．３ １３６．５ １３１．９ １３６．９ １３５．２ １３７．９ １３７．８ １３８．３ １４１．３ １３７．６
１１ １３８．６ １３２．６ １４１．１ １３６．０ １４２．６ １４０．３ １４４．１ １４３．５ １４４．２ １４７．５ １４４．１
１２ １４４．５ １３６．７ １４８．０ １４０．０ １４９．１ １４４．９ １５１．６ １４９．３ １５１．５ １５４．３ １５１．５
１３ １５１．８ １４３．４ １５５．０ １４７．５ １５６．７ １５２．６ １５８．４ １５５．３ １５９．４ １６２．０ １５８．０
１４ １５７．９ １４９．４ １６１．９ １５３．６ １６３．５ １５９．２ １６４．２ １６２．７ １６４．７ １６７．２ １６３．７
１５ １６２．３ １５６．２ １６５．８ １５８．２ １６６．６ １６４．０ １６７．９ １６７．８ １６８．０ １７０．６ １６７．２
１６ １６４．６ １６２．５ １６６．５ １６４．１ １６８．６ １６７．２ １６９．８ １７１．１ １６９．４ １７２．２ １６８．９
１７ １６５．８ １６５．９ １６８．１ １６６．４ １６９．６ １６８．３ １７０．６ １７２．２ １７１．６ １７３．１ １６９．９
１８ １６６．０ １６７．８ １６８．６ １６７．３ １６９．４ １６８．９ １７１．３ １７２．５ １７１．０ １７４．２ １７０．９
１９ １６５．７ １６８．７ １６９．３ １６８．１ １７０．５ １６９．９ １７１．５ １７３．２ １７１．７ １７４．５ １７０．３
２０ １６５．２ １６８．９ １６７．３ １６８．７ １７０．４ １７０．２ １７０．９ １７３．４ １７０．９ １７４．２ １７０．９
注：jp＝日本；kr＝韓国。
出所：日本は『国民栄養の現状』各年版；韓国は J-Y Kim et al., “Anthropometric Changes,”２００８。
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歳段階では関係は逆転し，韓国の方が２．２セン
チ高くなっている。韓国について１歳区分に対
応する各年のデータが得られないので厳密な統
計分析はできないが，大雑把な結論として，１９９０
年代半ばころまで１０歳未満の段階では日本の子
供たちの方が高いが，男女とも１０歳を超えて，
特に思春期後半において韓国の子供たちの成長
スピードが速く，男児は１８歳以降，女児は１６歳
以降日本の子供たちより高くなっているようで
ある。
本稿ではこれらの事実を重く受け止め，成長
期，特に１０歳代における「健康への投入」，栄
養摂取・食料消費の動向に焦点を当ててみたい。
常識的に，人は２０歳を過ぎると背が伸びること
は例外的である。したがって２０歳以降の栄養摂
取は，高齢期における背の縮みは別にして，人
の身長変化には関係しない。prenatal periodに
おけるネットの食料消費がその後の身長を決定
する上で最重要であるとすれば（Deaton,２００７），
妊娠中と授乳中の母親の栄養状態は無視すべき
ではないだろ。その意味で，女性に限って２０―
３０歳代の食料消費の動向は考慮する必要がある
だろう。しかしデータの関係で，本稿の枠を超
える。
表３ 女児の年齢別平均身長の比較，日本と韓国，１９６５年から２００５年
＜参考＞
jp kr jp kr jp kr jp kr jp kr jp
年齢（歳）１９６４―６６ １９６５ １９７５―７６ １９７５ １９８３―８５ １９８４ １９９６―９８ １９９７ ２００４―０６ ２００５ １９８９―９１
１ ７８．４ ７２．８ ７９．１ ７４．８ ７９．０ ７６．２ ７８．２ ７６．９ ７９．１ ７７．６ ７８．８
２ ８６．９ ８１．５ ８８．３ ８４．６ ８８．０ ８６．９ ８７．６ ８７．０ ８８．４ ８９．０ ８８．８
３ ９４．３ ８７．７ ９５．３ ９０．２ ９５．７ ９２．９ ９５．３ ９４．２ ９６．５ ９７．０ ９５．６
４ １００．４ ９４．０ １０２．１ ９７．１ １０２．４ １００．９ １０２．７ １０２．１ １０３．３ １０３．４ １０３．１
５ １０６．３ １００．２ １０７．８ １０３．７ １０８．９ １０８．１ １０８．９ １０８．６ １０９．４ １０９．９ １０９．１
６ １１１．７ １０６．５ １１３．８ １０９．２ １１４．７ １１３．４ １１４．８ １１４．７ １１５．９ １１６．０ １１５．２
７ １１７．６ １１２．０ １１９．２ １１６．９ １２０．９ １１９．４ １２１．３ １２１．１ １２２．３ １２３．７ １２１．２
８ １２２．６ １１７．３ １２５．１ １２１．６ １２６．６ １２４．９ １２６．８ １２６．０ １２７．８ １２９．６ １２６．７
９ １２８．０ １２２．０ １３０．２ １２６．５ １３１．８ １３０．１ １３２．７ １３２．２ １３２．８ １３５．５ １３２．７
１０ １３３．９ １２８．６ １３７．０ １３１．８ １３７．９ １３５．５ １３９．２ １３７．７ １４０．１ １４２．３ １３８．８
１１ １４０．４ １３３．５ １４２．６ １３７．５ １４４．８ １４１．８ １４５．５ １４４．２ １４５．６ １４８．６ １４６．１
１２ １４６．７ １３８．７ １４９．８ １４２．０ １５０．５ １４７．８ １５０．９ １５０．９ １５２．０ １５４．２ １５１．１
１３ １５０．０ １４４．８ １５２．６ １４８．１ １５４．１ １５２．１ １５４．６ １５５．０ １５５．７ １５７．５ １５４．３
１４ １５２．３ １４９．０ １５４．７ １５２．０ １５５．８ １５４．９ １５５．５ １５７．８ １５６．６ １５９．０ １５６．５
１５ １５３．２ １５２．９ １５４．８ １５４．０ １５６．８ １５５．８ １５７．４ １５９．０ １５７．０ １５９．７ １５７．４
１６ １５３．９ １５４．７ １５５．９ １５５．６ １５６．７ １５６．７ １５７．３ １６０．０ １５７．６ １６０．４ １５７．１
１７ １５４．０ １５５．５ １５５．８ １５６．３ １５６．６ １５６．６ １５７．６ １６０．４ １５８．２ １６０．２ １５７．４
１８ １５３．９ １５５．７ １５５．９ １５６．６ １５７．６ １５７．３ １５８．０ １６０．５ １５７．９ １６１．３ １５７．８
１９ １５４．１ １５５．７ １５５．９ １５７．０ １５６．８ １５７．２ １５８．０ １６０．１ １５８．７ １６１．６ １５８．３
２０ １５３．７ １５５．９ １５６．２ １５７．１ １５７．２ １５７．６ １５８．２ １６０．４ １５７．９ １６１．３ １５７．８
注：表２に準じる。
出所：表２に準じる。
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年齢階層別にみた食料消費の推移
日本人や韓国人に限らず東洋人は西欧人に比
べ，伝統的に概して肉類や牛乳などの消費が少
ない。世紀のタイム―スパンで眺めた時，この
事実が東洋人は西欧人に比べ一般に平均身長が
低いことの背景にあるらしいことを否定するも
のではない（Baten and Blum,２０１４; Grasgruber,
et al.,２０１４; など多数）。ただし，表４に紹介
する日本と韓国における単純国民１人当たり肉
類・魚肉・牛乳の純供給の推移を一瞥すれ
ば，１９７０年代から１９９０年代初めにかけて生じた
らしい日本と韓国の子供たち（成熟期）の身長
差を，動物蛋白摂取量で説明するのは難しい。
国民１人当たり牛乳消費は韓国では着実に増
えているが，２０１０年時点でも日本の方が圧倒的
に多い。また韓国では経済成長とともに，肉類・
卵の消費は近年急増しえているが，１９８５年時点
で日本の３分の１以下，１９９５年時点においても
３分の２以下にすぎない。また子供たちの学校
給食についても，日本では食料欠乏期の１９５２年
に小学生，１９５４年に中学生を含め全国的に実施
されたのに対し，韓国では小学生には１９９７年，
中学生には１９９９年とずいぶん遅れて始まった
（Y. Huang,２０１３）。一部には牛乳だけに限って，
有償の提供があったと聞くが，ともかく韓国に
おける牛乳消費の歴史は新しい。本稿ではこう
した現実を踏まえ，成長期に限った動物蛋白摂
取の推移・比較は行わない。
個人的な話になるが，孫娘の１人がソウルに
立地する姉妹校の夏季講座に出席するため，今
表４ 日本と韓国における主要食料群の国民１人当たり純供給量のの推移，
１９６５年から２０１０年
（kg／年）
jp kr jp kr
野菜 １９６５ １１９．５７ ８２．２５ 肉と卵 １９６５ ２４．５９ ４．９６
１９７０ １２６．８０ １０３．９８ １９７０ ３４．０９ ５．４０
１９７５ １２１．２６ １４７．６８ １９７５ ３９．１５ ７．１１
１９８０ １２２．６１ １９７．８８ １９８０ ４６．７３ １３．１８
１９８５ １１９．４９ １８１．７１ １９８５ ５０．７９ １８．４０
１９９０ １１６．７０ ２００．６０ １９９０ ５７．２９ ２５．２６
１９９５ １１６．６１ ２２２．２８ １９９５ ６３．８６ ３８．３９
２０００ １１２．８０ ２３５．６９ ２０００ ６４．７９ ４７．５８
２０１０ ９８．８８ １９６．４７ ２０１０ ６６．６９ ５９．１３
果物 １９６５ ３９．０１ ９．８３ 牛乳 １９６５ ３８．５１ ２．８０
１９７０ ５３．８７ １２．２８ １９７０ ５２．４５ ３．１５
１９７５ ６１．８８ １４．６５ １９７５ ５１．３８ ４．２２
１９８０ ５５．６０ ２３．２１ １９８０ ６８．２０ １０．９２
１９８５ ５１．８８ ３５．１５ １９８５ ７３．６０ １６．９１
１９９０ ５０．２１ ４６．９８ １９９０ ７８．０４ １９．２９
１９９５ ５３．２３ ６９．５７ １９９５ ８２．６４ ２０．７０
２０００ ５１．４２ ６９．５６ ２０００ ８１．６９ ２８．０２
２０１０ ４９．０７ ６７．５５ ２０１０ ７２．５６ ２２．６８
出所：FAOSTAT，Food Balance Sheets，各年。
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年の夏韓国で生活した。帰国後の印象が，「私
は日本では背が高いほうだけど（１６３センチ），
韓国の学生の中に入ると中位。短期の観光旅行
ではなく生活してみて分かったのは，果物がフ
レッシュ・ジュースやメロンの芯の部分を繰り
抜いたアイスクリーム，各種果物のデザートな
ど手軽な形で身近にあり，値段的に若い人にも
手が届く」であった（森愛梨沙，２０１７年１０月）。
国際交流を専攻し，韓国語にも堪能な別の孫娘
も，この観察に全く同感で，ブドウや桃などを
たっぷり盛り込んだデザートの写真（両名がそ
れぞれ韓国で撮影，別掲）を提供してくれた（森
絵里香，２０１７年１０月）。わが国のレストランや
ホテルで出される上品な（＝果物はほんの僅か
な）デザートに比べ，ボリュームがしっかりし
ているのに感心した。日本では，しばらく前か
ら若い人たちが果物から遠ざかっている（次節
で詳述）。母親が食べなければ，子供たちも食
べることを覚えない。「若者の果物離れ」が言
われ始めたのは１９９０年代初めだったが（『農業
白書』，１９９５年）。その頃生まれ育った子供たち
が，今では子供を育てる年齢になっている。
最近の若い人たちは皮をむくのが面倒くさい，
手が汚れるなどの理由から生鮮果物は敬遠する
が，その代わりジュース類で補っているとの見
解がある（伊庭「コメント」，森編，２００１，pp．７４―
７６；など）。ただし我が国において消費が急減
しているのは，海外で「TVオレンジ」（テレ
ビを見ながら手軽に食べられるオレンジ）と呼
ばれる（温州）ミカンで，外国のそれと異なり，
立派・大粒で皮のまま齧り付くわけにはいかな
い（我が国の）リンゴはそれほど減っていない２）。
伊庭氏（宇都宮大学）は，食料需給表の数値に
依拠しながら「学生たちを見ていますと，ジュ
ースばっかり飲んでいます。学内で果物を売っ
ていないものですから云々」（p．７６）と言われ
る。しかし，果実飲料の全国供給量は，１９９０年
代初めから炭酸飲料や「コーヒー飲料」より低
位で，２０００年代には緑茶飲料やミネラルウオー
ターにも抜かれ，年々の上下はあるものの，増
加傾向は観察されない（全国清涼飲料工業会）。
生鮮果物消費の恐らく７０％以上を占めると推
定される家計消費（Mori et al.,２００９, p．２）の
推移を年齢階級別に眺めるには，品目毎に『家
計調査年報』に１９７９年版から掲載され始めた，
世帯主年齢階級，２５歳未満，２５―２９歳，３０―３４
歳，…，６５歳以上の１０階級別に発表されている
データが存在する。それぞれの階級別に平均世
帯員数で割って，２５歳未満，２５―２９歳，…，６０―
６４歳，６５歳以上の１人当たりの消費量とみなす
のが手っ取り早く，前述の『農業白書―１９９４年
度』もそうした数値に依拠するが，どの年齢階
級でも，世帯員全員が世帯主と同年齢階級では
ない。たとえば１９９５年に，世帯主が３０―３４歳の
世帯の平均サイズは，３．４５人だが，世帯主と配
偶者を除く少なくとも１．４５人は，常識的に彼ら
図１ ソウルで手軽に食べられる果物デザートの一例
「若者の果物離れ」再論
101
の子供，恐らく１０歳未満の児童であろう。した
がって，３．４５人で割って，３０―３４歳の平均消費
量とみなすのは正当でない。さらに問題なのは，
本稿で問題にしている成熟期に達する前の「若
者」の消費量を捉えることができない。Mori
and Inaba（１９９７）は，世帯主年齢階級別に世
帯員の年齢分布をモデルに取り入れ，０―４
歳，５―９歳，を含む２０歳未満と，６５歳以上階
級も近年急激に増えつつある，７０―７４歳，７５歳
以上まで，全年齢階級別の個人消費を推計する
方式を提案した。Tanaka, Mori and Inaba（２００４）
は，このモデルを数理統計的に精緻化した。
本稿でこれから議論する年齢階級別家計消費
の動向は，Tanaka, Mori and Inaba（TMI）モ
デルによるものである。なお，ごく最近，偶然
発見したのだが，１９７１年に限って１９７９年の年報
以降導入された世帯主年齢階級別家計消費のデ
ータが存在する。本稿では，１９７１年について
も，５歳未満の児童を含む５歳刻みの年齢階級
別家計消費を推計した。
表５は，１９７１年，１９８０年，１９８５―６年，…，
２０１０年まで，５年間隔で，生鮮果物の年齢階級
別１人当たり家計消費の推移を眺めたものであ
る。残念ながら１９７５―７６年については元になる
データが存在しないので，分からないが，１９７０
年代初めころは０―４歳を除き，５―９歳，１０―
１４歳の子供たちも，成人並み，むしろ６５歳以上
の高齢層より多少多めに生鮮果物を消費してい
た。しかし３５歳未満を含め，「若者の果物離れ
は」１９７０年代の半ばころに始まっているようで
ある。『家計調査年報』には，個別の商品，た
とえば（生鮮）リンゴ，ミカン，あるいは牛肉
や豚肉ではなく，加工品を含む果物類，肉類と
言った中分類で，世帯主年齢階級別１カ月間の
消費支出が，１９７０年以前から記載されている。
このデータを使い，世帯員個人の年齢階層別消
表５ 日本における生鮮果物の年齢別１人当たり家計消費の推移，１９７１年～２０１０年
（kg／年）
年齢階級 １９７１ １９８０ １９８５―８６ １９９０ １９９５―９６ ２０００ ２０１０
０―４ ３２．２ ２３．８ １３．４ ６．９ ３．８ １．５ ２．３
５―９ ４０．４ ２９．１ １７．０ １０．８ ５．６ ３．１ ２．５
１０―１４ ４３．８ ３０．１ １９．４ １４．０ ８．１ ４．７ ３．３
１５―１９ ４７．３ ３０．８ ２０．７ １５．７ １０．８ ６．７ ５．４
２０―２４ ４９．０ ３１．２ ２２．１ １５．９ １３．６ ９．９ ８．３
２５―２９ ４７．７ ３１．９ ２４．７ １７．８ １６．６ １３．７ １１．３
３０―３４ ４５．５ ４０．２ ３３．８ ２６．２ ２０．７ １８．５ １３．７
３５―３９ ４６．７ ４７．３ ３９．５ ３４．６ ２６．４ ２５．０ １５．９
４０―４４ ４９．８ ５０．２ ４７．０ ４１．８ ３３．３ ３１．１ １８．５
４５―４９ ５２．１ ５５．０ ５０．１ ４８．０ ４１．１ ３５．６ ２２．５
５０―５４ ５５．４ ５９．７ ５３．８ ５０．８ ４７．６ ４４．６ ２７．９
５５―５９ ５３．３ ６０．０ ５９．３ ５７．２ ５３．５ ５２．３ ３６．４
６０―６４ ４７．０ ５９．５ ６１．９ ６１．６ ５７．１ ５８．５ ５０．５
６５―６９ ４２．１ ５７．５ ６０．３ ６２．４ ６０．２ ６３．０ ５６．１
７０―７４ ４２．０ ５６．７ ５９．７ ６３．０ ６１．７ ６５．３ ５８．２
７５― ４０．４ ５１．６ ５９．６ ５７．６ ６２．５ ６６．３ ５９．４
出所：筆者が『家計調査年報』の世帯主年齢階級別データから推計。
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費の動向を，補完的に推計した（表７）。
表５は世帯員個人の年齢階級別年間消費量，
表７は同じく月間消費支出額で直接対比はでき
ないが，年齢階級別に果物の家計消費の動向を
計る上で十分参考になる。「若者」（特に３０歳未
満）の「果物離れ」は，１９７０年代半ばから始まっ
たように見える。その後年次を経るごとに３０歳
以上，１９９０年代以降は４０歳代にも拡がっていく。
１９７１年には１人当たり４７．３kg（家計）消費し
ていた１５―１９歳は，１９９０年には１５．７kg，２０００年
には６．７kgに激減している。同じく１人当たり
１９７０年代に平均５０kg前後消費していた４０歳代
も，２０００年には３５kg未満に低下している。そ
れに反し，１９７１年当時１人当たり平均４０kgだっ
た７０歳代の高齢者は，１９９０年から２０００年にかけ
て６０kgを超えている（詳細は表５）。
１９７０年代前半には我が国果物生産の王座に君
臨し，生鮮果物（家計）消費の３分の１以上を
占めていたミカンは，１９７０年代半ばを境に消費
は急激に減少傾向をたどるが，表６に示されて
いるように，「若者」の消費減は雅に劇的で，３０
歳代も１人当たり２０kg前後から，１９９０年には
平均１０kg未満，さらに２０００年には５kg以下に
落ちている。本稿で一番問題にしている１０歳代
の成長期の子供たちは，１９７１年には１人当たり
１６―１７kg前後消費していたが，１９８５年には５．０kg
未満に激減し，２０００年には１．０kgを割るに至っ
ている。今や日本の子供たちは，ミカンはほと
んど食べなくなっているようである。
以上の統計に対応すべき韓国側のデータは存
在しない。ただし，韓国農村経済研究院の Kim
Sanghyo博士のご手配で，１９９０年以降の家計調
査の世帯主年齢階級別の生鮮果物に対する１カ
月平均支出額のデータが用意された。幸い韓国
の家計調査における世帯主年齢階級別データに
は，世帯員の年齢階級別分布に関する情報が各
表６ 日本における年齢階級別ミカンの家計消費の推移，１９７１年―２０１０年
（kg／year）
年齢階級 １９７１ １９７９ １９８０ １９８５ １９９０ １９９５ ２０００ ２０１０
０―４ １１．４３ １０．０４ ８．４６ ３．７８ ０．８６ １．６７ ０．４９ ０．１２
５―９ １４．４１ １１．３２ ９．３７ ４．４４ １．１３ １．８６ ０．６２ ０．１８
１０―１４ １５．８８ １１．８０ ９．０７ ４．７０ １．６４ １．７７ ０．６８ ０．３９
１５―１９ １７．３１ １２．４６ ９．３１ ４．８２ ２．２６ １．７９ ０．８７ ０．７４
２０―２４ １８．０６ １２．７９ ９．５４ ４．８５ ２．６９ ２．０２ １．３０ １．１６
２５―２９ １７．５７ １２．９５ ９．６０ ５．０９ ３．２７ ２．２５ １．８０ １．５３
３０―３４ １６．６５ １４．６１ １１．６８ ８．８２ ６．５５ ２．８３ ２．４６ １．７９
３５―３９ １７．１０ １９．４１ １９．６６ ９．７４ １０．１２ ３．１８ ４．３８ ２．１６
４０―４４ １８．４５ ２１．１８ １９．３９ １３．９６ １１．１０ ８．１３ ６．９８ ２．６８
４５―４９ １９．２５ ２２．３９ ２０．３７ １４．５２ １２．２６ ８．３６ ７．５１ ３．３７
５０―５４ ２０．７５ ２３．２５ ２１．２４ １４．５９ １２．７０ ９．１２ ８．６１ ４．１８
５５―５９ １９．８７ ２３．０１ ２０．５２ １５．５７ １４．０３ １１．７２ ９．５９ ５．２３
６０―６４ １７．１７ ２２．４７ ２０．５１ １６．５１ １４．６０ １２．１１ １１．６２ ６．８６
６５―６９ １５．２２ ２２．２９ ２０．５４ １６．２６ １３．９１ １２．６３ １２．３６ ８．９３
７０―７４ １５．１９ ２２．２７ ２０．５９ １６．１３ １３．６３ １２．８６ １２．７３ ９．７０
７５― １４．６５ ２１．２７ １９．６７ １５．３１ １２．９０ １２．３４ １２．２６ ９．５９
出所：表５に準じる。
注：１９９０年以降の１０歳未満児の推計値は，統計的にゼロから有意ではない。
「若者の果物離れ」再論
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年ごとに添付されているので，TMIモデルを
使って，年齢階級別の家計支出を算出した。表
８がそれである。わが国における年齢階級別果
物消費（表５―６）と違い，１カ月の家計支出
額の推計値だから，直接の比較はできない。し
かし果物に関する２０１０年の消費者物価指数で実
質化しているから，１９９０年から２０１０年に至る年
齢階級別の消費の動向は把握しうる。韓国でも
「若者」は中高年階層に比べ，生鮮果物の家計
消費がかなり低い，ほぼ半分水準なのは歴然と
している。しかし格差が日本のように拡大して
いるわけではない。成長期の子供を含め「若者」
が急激に「果物離れ」しているわけではない。
他方，国民１人当たり果物の純供給量は，日本
は１９７５年から２０１０年にかけて２０％減少している
のに対し，韓国では同じ期間に５倍近くに増え
ている。「若者」も子供たちを含め，果物消費
を着実に増やしているとみて差し支えないと思
われる。しかも，全体的に人口１人当たり野菜
消費は，１９７０年には日本よりやや少なかったが，
その後着実に増加し１９９５年には日本の２倍に
なっている（前出表４）。
２）『家計調査』によると，ミカンの１世帯当たり年
間購入量は，１９７５年の１９．０から，１９９５年の６．３，
さらに２０１５年の３．８に激減しているが，リンゴのそ
れは同じ期間に，４．５から，５．２，と４．４と，あ
まり大きく変化していない。
結論―手短に
だから韓国の子供たち（成熟期：男女とも２０
歳前後）の方が，１９９０年あたりから日本の子供
たちより背が高くなったと結論するのは，乱暴
すぎるであろう。しかし，日本において全体的
に野菜の消費が低迷する中で，成長期の子供た
表７ 果物類に対する年齢階級別実質家計消費支出の推移，１９７０―２０１０年
（円／１人・１月）
年齢階級 １９７０ １９７５ １９８０ １９８５ １９９０ １９９５ ２０００ ２００５ ２０１０
０―４ １１０３ １１９４ ８７９ ５８４ ３５３ １９０ １０１ １０５ ８４
５―９ １１５２ １２４６ ９７７ ６８３ ４８０ ２５７ １５６ １１５ ７０
１０―１４ １２６８ １３８０ １０３２ ７６２ ６０６ ３６０ ２０３ １３５ ７０
１５―１９ １３６６ １５１３ １０９０ ８２０ ６７９ ４７５ ２６１ １９１ １１２
２０―２４ １４１８ １５８１ １１３８ ８５３ ６７４ ５５５ ３６５ ３１２ ２１５
２５―２９ １３９５ １５８９ １１８７ ９２２ ７３１ ６４５ ４９７ ４７３ ３６６
３０―３４ １２６０ １６０２ １４４５ １１８３ １０１８ ８１４ ７１１ ６５２ ５１７
３５―３９ １２７４ １６３９ １６３８ １４１６ １３０１ ９９５ ９４５ ７７６ ５９１
４０―４４ １３５９ １８２２ １７５５ １６０２ １５５０ １２０８ １１３７ ９２６ ６９４
４５―４９ １３９１ １９４３ １９１７ １７９２ １７７０ １４６４ １２９７ １０６４ ８０９
５０―５４ １４２７ ２０２８ ２０９３ １９４５ １８３１ １６１３ １５９３ １３４２ １０２７
５５―５９ １４２１ １９５５ ２１３３ ２０９０ ２００５ １７７９ １８６４ １６６９ １３３６
６０―６４ １２４９ １８４０ ２１１４ ２１９６ ２１７２ １９３０ ２０４３ １８８７ １６３２
６５―６９ １１５２ １６４１ １９７５ ２１６９ ２１５４ ２００４ ２２０６ ２０５５ １８４８
７０―７４ １１５１ １５５２ １９１１ ２１６１ ２１５３ ２０４５ ２２３９ ２１７９ １９０３
７５― １１６１ １５２８ １８９５ ２１６５ ２１５６ ２０６６ ２２５６ ２２２８ １９１９
出所：『家計調査年報』「世帯主の年齢階級別１世帯当たり平均１カ月の収入と支出」各年号。
注：果物類は生鮮果物のほか，加工品を含む．２０１５年価格。
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ちの果物消費が激減している事実が，全く無関
係であるとも言い切れない。
野菜と並んで，果物は単なる嗜好品ではなく，
「健康に対する重要な投入」（Steckel, op. cit.）
であると思われる。その点に関し，マスコミで
もほとんど取り上げられることが少ないが，国
立果樹研究所と浜松医大の共同研究による，長
期間にわたる疫学調査がある。平成１４年度に始
まる「ミカンの摂取と健康に関する調査研究（三
ヶ日町研究）」である。すでにこれまで幾度か
紹介してきたので（森，２０１６;２０１６; Mori，２０１６;
２０１７;など），ここでは詳しく解説しないが，
研究の結論は，統計的に極めて有意の水準で，
ミカンの消費が骨密度を高め，更年期前後の女
性の骨粗しようの発症リスクを低めるとのこと
である（Sugiura et al. , ２００８ ;２０１２ ;２０１５ ;
Nakamura et al.２０１６;など）。この調査の対象
になっていないが，果物消費が思春期の男女の
骨ミネラル密度，カルシューム沈着とプラスの
相関があることは，欧州やカナダ，中国におけ
る疫学調査でも明らかにされている（Vatan-
parast et al., ２００５; McGartland et al., ２００４;
Prynne et al.,２００６; Li J-J et al. ,２０１２;など）。
骨密度が高くなることが身長の増進につなが
るかどうかは分かっていない。しかし，筆者の
個人的観察から，高年者の骨密度と身長の縮減
（背丈の縮み）の間には，男女を問わず明らか
に負の相関があるような気がする。
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表８ 韓国における生鮮果物に対する年齢階級別実質家計支出の推移，
１９９０―２０１０年
（won／１月）
年齢階級 １９９０ １９９５ 年齢階級 ２０００ ２００５ ２０１０
０―９ ９１７７ ８１９３ ０―９ ８５７３ ６３７３ ７００３
１０―１４ ９２３９ ８４９１ １０―１４ ９５２１ ５８９８ ６７５８
１５―１９ ８５３４ ８３３１ １５―１９ ９２４９ ５８１９ ６５４４
２０―２４ ８５０６ ８７０６ ２０―２４ ９４５４ ６２０２ ６３０７
２５―２９ １０２３５ １１０５９ ２５―２９ １１３４５ ８６９７ ８２７２
３０―３４ １０８９０ １２３３４ ３０―３４ １２２７４ １０１６０ １０５９０
３５―３９ １２９７６ １４７１１ ３５―３９ １４２５１ １０７８１ １２３２９
４０―４４ １４７８７ １５９６１ ４０―４４ １５７２０ １１５８４ １３３６９
４５―４９ １５３３２ １６９６８ ４５―４９ １６３６５ １２８８０ １５０４５
５０―５４ １６１６８ １８４５９ ５０―５４ １７３７１ １３９８１ １６０１９
５５―５９ １７９１０ １８２５３ ５５―５９ １８０８６ １４９７０ １６４７１
６０―６４ ２０２０５ １７５４４ ６０―６４ １８５７７ １５２０３ １５５６４
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